
宮城県は2011年度から みやぎ環境税 を導入

し 脱炭素社会の推進 森林の保全および機能強

化 気候変動の影響への適応 生物多様性 自然・

海洋環境の保全 地域循環共生圏形成のための人

材の充実 などの事業に取り組む方々の支援や 県

主体の事業などを実施しています。「みやぎ環境

税」を活用した事業の一部を紹介します。
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高
温
登
熟
性
も
耐
冷
性
も
追
求

白
未
熟
粒
大
幅
減
狙
う

左が高温登熟性に強い系統のコメ 右は弱く
粒の一部が白濁している

ガ
ラ
ス
温
室
で
稲
系
統
の
生
育
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
木
皿
さ
ん

地
球
温
暖
化
が
進
み
夏
の
暑
さ
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
水
稲
栽
培
で
全
国
的
に
問

題
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
白
未
熟
粒
」
と

呼
ば
れ
る
米
粒
の
白
濁
だ
。
出
穂
後
の
登

熟
期
、
高
温
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
粒
内

部
の
で
ん
ぷ
ん
が
蓄
積
不
足
に
な
っ
て
発

生
す
る
高
温
障
害
。
割
れ
や
す
く
、
炊
い

て
も
「
べ
し
ゃ
っ
」
と
し
て
お
い
し
く
な

い
。
近
年
、
一
等
米
比
率
を
引
き
下
げ
る

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

「
宮
城
県
は
ヤ
マ
セ
（
冷
た
い
北
東
風
）

の
常
襲
地
帯
で
、
冷
害
の
リ
ス
ク
は
残
っ

て
い
る
。
耐
冷
性
を
備
え
、
高
温
登
熟
性

に
も
優
れ
る
品
種
の
育
成
は
急
務
だ
」
。

県
古
川
農
業
試
験
場
（
大
崎
市
）
作
物
育

種
部
研
究
員
の
木
皿
正
人
さ
ん
は
強
調
す

る
。同

試
験
場
は
耐
冷
性
が
強
い
多
く
の
稲

の
系
統
の
中
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
高
温
登

熟
性
に
優
れ
る

系
統
を
選
抜
。
出
穂
期

を
迎
え
る
８
月
上
旬
以
降
、
試
験
栽
培
す

る
ガ
ラ
ス
温
室
内
を
夜
間
も

度
以
上
に

保
つ
試
験
な
ど
を
行
い
、
白
未
熟
粒
の
発

生
が
少
な
い
系
統
を
絞
り
込
ん
で
き
た
。

併
せ
て
同
試
験
場
内
の
ほ
場
で
生
産
力

検
定
も
実
施
。
本
年
度
か
ら
は
県
南
地
域

の
気
象
条
件
で
も
高
温
登
熟
性
を
発
揮
で

き
る
か
ど
う
か
の
ほ
場
試
験
を
始
め
た
。

古
川
農
試
は
県
北
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
地
域
に
よ
る
違
い
を
確
認
す
る
た
め

だ
。
秋
に
刈
り
取
り
を
行
い
、
収
量
や
食

味
な
ど
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

木
皿
さ
ん
は
「
農
家
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
栽
培
に
手
間
が
か
か
ら
な
い
こ
と
も

選
抜
の
基
準
の
一
つ
。
し
っ
か
り
見
極
め

た
上
で
、
５
年
以
内
の
品
種
登
録
を
目
指

す
」
と
目
標
を
定
め
る
。

品
種
選
抜
と
併
せ
て
実
施
す
る
の
が
、

高
温
登
熟
性
に
関
与
す
る
遺
伝
子
を
突
き

止
め
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー

（
目
印
）
を
開
発
で
き
れ
ば
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
配

列
か
ら
直
接
、
高
温
登
熟
性
に
優
れ
た
品

種
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
ー
カ
ー
開
発
の
た
め
、
「
ひ
と
め
ぼ

れ
」
の
遺
伝
子
を
引
き
継
ぎ
耐
冷
性
と
高

温
登
熟
性
に
優
れ
る
「
東
北
２
３
４
号
」

と
、
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
の
父
で
あ
る
「
初

星
」
を
交
配
し
た
稲
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
を
行

っ
て
い
く
。

か
つ
て
宮
城
県
の
水
稲
育
種
は
「
冷
害

に
強
い
」
が
主
な
目
標
だ
っ
た
。
世
界
的

に
気
候
が
変
化
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
常

に
研
究
開
発
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
育
種
に
終
わ
り
は
な
い
」
と
木

皿
さ
ん
は
口
元
を
引
き
締
め
る
。
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ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
地
中
熱
有
効
活
用

Ｃ

も
光
熱
費
も
削
減

お
年
寄
り
の
ケ
ア
に
当
た
る
せ
み
ね
の
丘
の

職
員

せ
み
ね
の
丘

に
導
入
さ
れ
た
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ

少
ス
ペ
ー
ス
で
設
置
可
能

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ

）
の
排
出
量
増
大
。
Ｃ

削
減

の
た
め
、
宮
城
県
は
太
陽
光
、
風
力
、
水

力
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
設
備
を
導
入
す
る
事
業
者
に
対
し

て
、
費
用
を
一
部
補
助
し
て
い
る
。

栗
原
市
瀬
峰
の
介
護
老
人
保
健
施
設

「
せ
み
ね
の
丘
」
は
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
、
地
域
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活

用
し
た
事
例
と
し
て
注
目
を
集
め
る
。
同

施
設
は
、
年
間
を
通
し
て
一
定
の
温
度
が

保
た
れ
る
井
戸
水
と
温
泉
を
熱
源
に
使
う

「
地
中
熱
利
用
設
備
」
を
２
０
２
１
年
２

月
に
導
入
し
、
光
熱
費
と
Ｃ

排
出
量
の

大
幅
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。

施
設
は
、
県
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン

タ
ー
（

年
３
月
閉
鎖
）
の
跡
地
・
建
物

を
、
八
戸
市
の
医
療
法
人
仁
泉
会
が
、
無

償
で
借
り
受
け
て
整
備
し
た
。
運
営
に
関

わ
る
東
北
医
療
福
祉
事
業
協
同
組
合
の
本

田
満
課
長
は
「
地
域
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

長
期
に
渡
っ
て
安
定
的
に
提
供
す
る
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と

が
必
須
。
併
せ
て
Ｃ

排
出
量
も
削
減
で

き
、
脱
炭
素
の
面
か
ら
も
地
域
貢
献
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
」
と
話
す
。

機
械
室
に
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
熱

交
換
器
な
ど
を
新
た
に
設
置
。
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
は
井
戸
水
・
温
泉
を
熱
源
と
し
て
冷

温
熱
を
つ
く
り
、
施
設
の
冷
暖
房
に
利
用

し
て
い
る
。

導
入
に
よ
り
、
施
設
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
お
よ
び
Ｃ

排
出
量
で
約
７
割

の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
。
設
備
整

備
の
際
は
、
県
の
補
助
事
業
（
井
戸
水
に

よ
る
地
中
熱
利
用
）
の
他
に
、
温
泉
設
備

と
太
陽
熱
温
水
設
備
も
独
自
に
導
入
、
給

湯
と
空
調
補
助
に
活
用
し
て
い
る
。

大
規
模
な
設
備
投
資
と
な
っ
た
が
、
運

営
コ
ス
ト
削
減
効
果
も
大
き
く
、
施
設
全

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
で
換
算
し
た
場

合
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
設
備

投
資
は
９
年
で
の
回
収
を
見
込
ん
で
い
る

（
県
補
助
設
備
の
導
入
費
用
約
５
０
０
０

万
円
分
を
含
む
）
。

施
設
の
赤
穂
昌
樹
事
務
長
は
「
コ
ロ
ナ

対
策
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
」
と
副
次
的
な
効
果
を
説
明
す
る
。

感
染
症
対
策
で
窓
を
開
放
す
る
時
間
が
長

く
な
っ
て
い
る
が
、
低
コ
ス
ト
の
安
定
し

た
冷
暖
房
で
、
暑
さ
寒
さ
で
不
調
を
訴
え

る
利
用
者
が
少
な
い
と
い
う
。

県
環
境
政
策
課
の
担
当
者
は
「
地
域
資

源
を
生
か
し
た
地
産
地
消
型
の
多
様
な
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
広
く
普
及
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
強
調
す
る
。
今
後
も
事
業

者
の
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援

す
る
考
え
だ
。

⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∧ ⊂⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

技
術
普
及
や
資
材
貸
与
で
生
産
者
を
支
援

ホ
タ
テ
の
地
種
増
産
へ

試験で収穫されたアカモク

ホタテの分散作業を行う
佐藤さん

日
本
周
辺
の
海
水
温
は
近
年
上
昇
傾
向

に
あ
り
、
宮
城
県
の
水
産
業
は
ギ
ン
ザ
ケ

稚
魚
の
へ
い
死
、
ワ
カ
メ
種
の
不
足
な
ど
、

水
温
変
化
が
原
因
と
み
ら
れ
る
事
象
に
見

窑
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
環
境
に
適
応

で
き
る
新
た
な
養
殖
種
を
確
保
す
る
た

め
、
県
は
２
０
１
９
年
度
か
ら
「
海
水
温

上
昇
に
対
応
し
た
持
続
的
養
殖
探
索
事

業
」
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
事
業
の
一
つ

が
、
国
内
３
位
の
水
揚
げ
を
誇
る
主
力
養

殖
品
種
の
ホ
タ
テ
で
、
稚
貝
を
採
取
し
て

育
て
る
「
地
種
養
殖
」
を
行
う
生
産
者
の

支
援
。
貝
の
育
成
に
必
要
な
カ
ゴ
な
ど
の

資
材
を
貸
与
し
て
い
る
。

ホ
タ
テ
養
殖
は
県
外
か
ら
稚
貝
を
購
入

す
る
「
半
成
貝
養
殖
」
が
主
流
だ
が
、
数

年
前
か
ら
稚
貝
の
大
量
へ
い
死
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
海
水
温
上
昇
が
要
因
の
一

つ
と
み
ら
れ
、
地
域
の
環
境
に
合
っ
た
地

種
養
殖
を
広
め
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
収

量
を
維
持
す
る
の
が
狙
い
だ
。

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
の
佐
藤
博
さ
ん

は
、
長
年
ホ
タ
テ
の
地
種
養
殖
に
取

り
組
ん
で
き
た
。沖
合
で
幼
生
を
採
取
し
、

７
・
５
〜
８
・
０
㌢
の
稚
貝
に
な
る
ま
で

育
成
。
生
産
し
た
稚
貝
の
半
数
を
県
内
の

養
殖
事
業
者
に
販
売
、
残
り
を
自
分
で
養

殖
す
る
。

地
種
養
殖
は
へ
い
死
や
変
形
が
少
な

く
、

歩
留
ま
り
が
い
い

と
生
産
者
の
評

価
は
高
い
。佐
藤
さ
ん
は「
成
長
が
早
く
、

半
成
貝
養
殖
よ
り
３
〜
４
カ
月
ほ
ど
早
い

春
頃
か
ら
出
荷
で
き
る
。
貝
柱
が
大
き
い

の
も
強
み
だ

と
胸
を
張
る

地
種
養
殖
は

費
用
が
少
な
く
済
む
が

水
温
が
高
い
夏

期
に
大
き
さ
と
個
数
を
調
整
す
る「
分
散
」

の
作
業
に
手
間
が
か
か
る
。
高
い
技
術
が

必
要
で

県
は
分
散
の
指
導
を
行
い

安
定

し
た
地
種
増
産
体
制
の
確
立
を
目
指
す
。

県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
（
石
巻
市

渡
波
）
で
の
海
藻
ア
カ
モ
ク
の
養
殖
技
術

の
開
発
も
事
業
の
一
環
。
ア
カ
モ
ク
は
フ

コ
イ
ダ
ン
な
ど
栄
養
素
を
豊
富
に
含
む
健

康
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
県
内
で

は
養
殖
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
同
セ
ン
タ

ー
は
京
都
な
ど
の
先
進
事
例
を
参
考
に

し
、
幼
胚
を
カ
キ
殻
な
ど
に
付
着
さ
せ
、

海
水
を
掛
け
流
す
方
法
や
冷
蔵
庫
で
休
眠

さ
せ
る
方
法
な
ど
効
果
的
な
育
苗
方
法
を

比
較
検
討
し
、
安
定
的
に
収
穫
で
き
る
よ

う
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

年
度
か
ら
の
試
験
で
年
度
末
に
約
１

０
０
㌔
が
採
れ
、
高
水
温
下
で
も
安
定
生

産
が
可
能
と
分
か
っ
た
。
乾
燥
さ
せ
る
と

天
然
も
の
と
比
べ
て
粘
り
が
少
な
い
な
ど

収
穫
時
期
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は
「
ま
ず
は
技

術
を
確
立
す
る
の
が
目
標
。
海
藻
の
養
殖

が
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
に
貢
献
す
る
こ
と

を
生
産
者
に
広
め
た
い
」
と
強
調
す
る
。
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(１０)２０２１年(令和３年)８月１日(日曜日) (１０)２０２１年(令和３年)８月１日(日曜日)


